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地域の社会問題を取り上げ、環
境的視点とともに社会を読み解
いていきます。現場で「聴く」
ことからはじめましょう。

共に語り、歩き、思いや価値を表
す語彙を増やしながら、よりよい
＜生＞を支える社会を構想する
プラットフォームが環境倫理です。

UDCKと連携した柏の葉の都市
デザインなど、国内外の都市を
フィールドに都市計画・デザイン
の研究と実践を展開しています。

建築の解体とリサイクルに関す
る研究を行っています。建築をつ
くってから壊すまでの環境影響
を減らしましょう。

茅葺き屋根を葺き替える。スラム
住民といっしょに建物をつくる。
実践を通して、社会環境問題の本
質に迫ります。

力学と幾何学を駆使して生み出
す構造デザインを追求していま
す。野外活動も多いので、軽い
フットワークが必須です。

現地調査、シミュレーション、
GIS などを活用し、美しくて安
全で持続可能な沿岸域の創造を
目指します。

豊かで美しい沿岸環境の創造に
向けて、沿岸の水質・生態系や
流動の研究をしています。

Hiroyasu SATOH, 
Professor

私たちの足元にひろがる世界で
す。実社会においても重要です
が、学問として取り組むべき課
題がたくさん残されています。

モバイル端末、SNS、GIS など
からビッグデータを得て、世界
の人々の行動や都市の変容を描
き、解析します。

携帯電話等のセンサを用いて、
都市環境をモニタリングし、得ら
れたデータを利活用する技術につ
いての研究開発を行っています。

どんな巨大な都市も、一人一人
の人間の行動の結果できたもの
です。経済学でそのメカニズム
を説き明かします。

未受領

・建築構造
・建築幾何学

・閉鎖性水域の環境再生

・下水道/下水処理
・環境微生物工学

・住民運動
・まちづくり
・地域社会

・環境社会学 / 環境倫理
・環境正義
・環境ガバナンス

・建築まちづくり
・公共空間論
・持続可能な都市

・アーバンデザイン
・コンパクトシティ
・エリアマネジメント

・建築解体技術
・建材リサイクル
・環境影響評価

・海岸工学/環境水工学

・沿岸域の気候変動適応

・沿岸環境学
・沿岸環境管理
・海岸工学

・人々の動態観測と解析
・都市の動態解析
・世界の大都市比較

・センサネットワーク
・ユビキタスシステム
・ビッグデータ

・都市 /地域経済学
・都市内空間構造
・都市経済政策

宋 軒 准教授 Song XUAN, 
Associate Professor

人を中核として都市規模の人の
流れを知覚することを、都市の
スマートな交通整理、災害時の
人道支援、伝染病の拡大予防、
健康促進などに活かします。

・人工知能; 
・ビッグデータ
・都市動態の理解

山田 育穂 教授
Ikuho YAMADA, 
Professor

都市で発生する事象をその空間
的な特徴に着目して解析する手
法を研究しています。都市と健
康が近年のテーマです。
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新任教員の着任予定ありホームページにて告知予定

・都市空間解析
・空間統計学
・健康地理学



社会文化環境学専攻の全体像

清水 亮　准教授

福永 真弓　准教授
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岡部 明子　教授出口 敦　教授

清家 剛　教授



鯉渕 幸夫　准教授

佐藤 弘泰　教授

佐藤 淳　准教授

佐々木 淳　教授

こんな問題に取り組んでいます

こんなことがわかってきました

研究の成果はこんな分野に活かされます

下水管内での下水水質浄化技術の開発

下水処理の効率を高めるために、新たな下水処理プロセスの開
発や、下水処理場にいる微生物の正体や機能の解明に取り組ん
でいます。次世代型シークエンサーを利用した遺伝子解析から下
水道計画まで、幅広く手がけています。

下水は下水管であつめて下水処理場で処理されています。しか
し、下水管内に工夫を導入することで、下水管内でもかなり水質
浄化できることがわかってきました。

資源やエネルギーの循環利用に寄与する新しい下水処理技術を
実現するために、また、快適な都市生活・水環境を支える水処理
を担う微生物についての理解を深めるために、私たちの研究は
活かされます。

連絡先： 東京大学 大学院新領域創成科学研究科 社会文化環境学専攻
佐藤弘泰 <hiroyasu@k.u-tokyo.ac.jp>

実験室内の模擬下水処理装置で観察された細菌群集構造の時間変化

管路内浄化
の導入

管路内浄化の導入による下水水質の改善（シミュレーション）



瀬崎 薫　教授

高橋 孝明　教授柴崎 亮介　教授

山田 育穂　教授



「〈我の集団〉におけるケア実践 － デイケアハウスにぎやかのエスノグラフィ －」

「水流発生装置を用いた港内および浅場の貧酸素改善方策の検討」2017年度 修士論文，佐々木研究室
「水底質統合モデルを用いた東京湾における炭素収支の評価」2016年度 修士論文，佐々木研究室
「下水の間欠接触酸化処理における担体の干出による酸素供給効果の検討」
2016年度 修士論文，佐藤(弘)研究室
「活性汚泥中の微生物相へ影響を与える化学物質の分画による探索」2016年度 修士論文, 佐藤（弘）研究室

「景観まちづくりにおける共同利益 － 建築・開発をめぐる事前協議を事例に －」
2015年度 博士論文，清水研究室
「東日本大震災の復興過程における＜生＞の回復 －宮城県岩沼市玉浦地区の農業者の事例を中心に
2014年度 修士論文，清水研究室

 
2016年度 修士論文，清水研究室
「Evaluation of Abandoned Mine Lands Rehabilitation : the Case of Bagacay Mine, Western Samar, Philippines
都市河川のガバナンスはいかに可能か：福岡市樋井川流域を事例に」2018年度修士論文，福永研究室

「屋内観光施設における混雑緩和施策の検討」2016年度 修士論文,  貞広研究室
「サッカーの試合中における守備局面の評価」2016年度 修士論文,  貞広研究室
「携帯電話GPSと鉄道ネットワークデータを用いた東京都市圏における鉄道利用状況の推計」
2016年度 修士論文，柴崎研究室
「今後の人口減少社会における生活困難地域の推定」2016年度 修士論文，柴崎研究室
「環境音を用いた位置推定に向けての航空音自動認識手法の提案」2016年度 修士論文，瀬崎研究室
「商業集積地における空間の奥行きと都市の多様性に関する研究
－ Space Syntaxを用いた都市空間構成より」 2015年度 修士論文,  高橋研究室

過去の修士論文，博士論文

宋 軒　准教授

「拠点施設集約化におけるプロセスとプラニングに関する研究」2016年度 修士論文，出口研究室
「歩行者空間整備の変遷とその課題 － 横浜市の都市デザインを事例として －」
2016年度 修士論文，出口研究室
「欧州都市再生における社会的包摂の実態と空間利用について － ウィーン市ブルネン地区を事例に －」
2016年度 修士論文，岡部研究室

「応急仮設住宅の在り方に関する研究 － 再利用事例の実態を通して － 」2019年度 修士論文，清家研究室
「住宅用内外装建材のリサイクルの可能性に関する研究」2019年度 修士論文，清家研究室
　「地震による非構造部材の損傷の評価に関する研究 － 乾式間仕切り壁とALC外壁の実大加力実験を通して
　－ 」2018年度 修士論文，清家研究室
「経験抽出法に基づく音環境体験の時空間的記述に関する研究」2018年度 修士論文，佐久間研究室
「居住空間の吸音設計目標値に関する理論的・実験的検討」2018年度 修士論文，佐久間研究室
「発達障害に伴う聴覚過敏と音環境に関する実態調査」2018年度 修士論文，佐久間研究室
「しなやかな部材の大変形を応用した可変形態の設計手法」2017年度 修士論文，佐藤(淳)研究室
「局所加熱によるガラス溶着法における走行型炉の設計とその進行方向の温度分布」
2018年度 修士論文，佐藤(淳)研究室
「座屈固有値問題の縮約における個材座屈荷重の検出法ととの実験検証」2018年度 修士論文，佐藤(淳)研究室




